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●３R推進団体連絡会
　「2019年度の３R取り組み報告」
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● 市町村説明会の開催

● 容リ協日誌／編集後記



お笑い芸人とごみ清掃員という異色の二刀流で活躍する
マシンガンズ・滝沢秀一さんが2020年10月、
環境省から『サステナビリティ広報大使』に任命されました。
日頃からごみ問題や環境問題について
わかりやすく発信するその活動についての思いや､
今後の目標などについてお話をお聞きしました。

　　　指名いただきとてもうれしかったですね。ごみ清
掃員の視点からごみや環境に関する問題をテレビやラ
ジオ、本やマンガ、SNSなどを通じて発信してきました
が、これからもよりわかりやすくいろいろなところで語っ
てもらえればといわれています。私のような芸人が話す
ことで興味をもってくれる人もいるかと思います。ご期
待に応えることができるようがんばるつもりです。
　サステナビリティ広報大使に就任してまもなく具体的
に良いこともありました。それは、最終処分場に行けた
こと。前々から見学したいと考えていましたが車でない
と行けない場所が多く、私は車どころか免許も持って
いないのでどうしたものかと。そんなとき、小泉進次郎
環境大臣の視察予定を耳にし、「私も同行していいで
すか」とお尋ねしたところ、快諾いただきました。
　小泉環境大臣はとても気さくな方で、私に直接電話
をかけてくることもあります。例えば、「製品プラの件はど
う思う？」など、清掃員の立場からの意見を求められま

小泉環境大臣とは
直接電話でつながる関係

昨年、「サステナビリティ広報大使」に就任されましたが、
指名を受けた際のお気持ちをお聞かせください

　　　8年ほど前から東京でごみ清掃員として働き始
めたのですが、当初はごみの量に圧倒されました。収集
したごみを一時ためておく「ごみピット」は縦30ｍ×横
20m×深さ20ｍぐらいありますが、そんな大きなスペー
スでも1日で満杯になってしまいます。
　「このままでは日本はごみで埋まってしまうのでは？」
とベテランの清掃員に聞いたところ、「あと50年でそう
なるよ」と。調べてみたら本当に東京都の最終処分場
は50年しかもたない、日本全体では20年くらいで一杯
になると知ったときは驚きましたね。それからは、自分の
生活の中でも可燃ごみの中に紙があればそれを雑紙
で出すようにするなど、ごみをいかに少なくするかを意
識するようになりました。

日本のごみの量は
「とにかくすごい」の一言に尽きる

日頃、ごみ清掃員として勤務する中で、
特に印象的だった出来事といえばどんなことがありますか

滝沢 秀一
さん

マシンガンズ

ごみ問題を
もっと身近に
わかりやすく

ごみ問題を
もっと身近に
わかりやすく

す。学校教育でごみの分別の大切さを教えるべきとお
話ししたこともありました。その度、小泉環境大臣には
真摯に耳を傾けていただいています。

環境省が進める「地域循環共生圏」を創造するための施策
について理解と共感を広げるべく、思いを同じくする方々を
「サステナビリティ広報大使」として任命し、広報・普及啓
発活動等を通じた情報発信への協力を仰ぐ制度。

サステナビリティ広報大使とは

ざ つ が み
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「このゴミは収集できません」
白夜書房

　また、ものすごい量の食べ物が毎日のように捨てられ
ている事実を目の当たりにすると、胸が痛みます。お中
元、お歳暮の時期には、もらったものがそのまま捨てら
れていることも珍しくありません。日本の食品ロスの問
題は深刻だなと思いますね。

　　　例えば、PETボトルのラベルをはがすと清掃員
が助かるという話を聞いたとします。すると、いつの間
にか自分の中ではそのことが常識みたいになって、つ
い“こんなことも知らないのか”という態度になりがち
です。常に初めてこの話を聞く人がいるという意識を
もって発信することが大切だなと感じています。また、
ごみ問題についての知識がなかったり、分別に興味

今後は情報発信プラスαの
活動にも取り組みたい

ごみ問題について発信するうえで、
気をつけていることはありますか

　　　第一に取り組みたいのは、これまで行なってき
た情報発信の活動をしっかりと継続してやっていくこと
です。皆さんのお役に立ちたい、喜んで
もらいたいという気持ちで本を出版した
り、SNSでもごみ関連の情報を発信して
きました。周知活動はサステナビリティ
広報大使として自分に期待されている
ことですので、今後も変わらず注力し
ていきたいと考えています。
　それにプラスして、今後は実際にご
みの量を減らすためのアクションを
起こしていきたいとも思っています。今、考えているのは
食品ロスをなんとかしたいということ。飲食店などから
使われなかった食材を集めてきて、それで調理した料
理を無料に近い値段で食べてもらうという活動を始め
ようと計画しています。ゆくゆくは全国各地でいろいろ
な人が手軽に行なえるようになるまで発展できれば素
晴らしいなと考えていて、そうなれば食品ロスの改善に
少しでも貢献できるのではないかと。まだ計画段階です
が、なんとか実現したいと思っています。
　それから、海外の分別状況を視察に行ってみたり
もしたいですね。中国の上海では、捨てたごみ袋に
バーコードが付いていて出し主を特定できるという
のを聞いたことがあります。テレビなどで世界のごみ
事情をレポートするような企画があれば、ぜひともレ
ポーター役として参加したいです。

サステナビリティ広報大使としての
今後の抱負をお聞かせください

　　　年末はごみの量が多いのですが、それはその
時期に限った2～3週間のこと。しかし2020年の新
型コロナウイルスによる緊急事態宣言後は、家で過
ごす時間が長い分、3か月間ほどずっと普段の1.5～
2倍のごみの量が続きました。そうなると、私たちごみ
清掃員の労働時間は必然的に長くなりますよね。
　さらに、断捨離をする人も多かったようで、片付け
ごみがたくさん出ました。中には危険物もあって、よく
見かけたのがリチウムイオン電池です。電化製品な
どの内部にあるので、プラスチックだと思ってそのま
ま捨てているのでしょうか、電池が処理場で火災事
故を起こしているというのをよく耳にします。ただ、一
市民の立場からいうと、リチウムイオン電池は捨てる
のが大変という現状も問題ですね。この間も家に使
用済みリチウムイオン電池がたまったので、清掃セン
ターに持ち込みたかったのですが、平日の、しかも
17時までしか開いていないので、あきらめました。や
はり気軽に持ち込めるようなところをつくらないと、こ
の問題の解決は難しいのではないでしょうか。

新型コロナウイルスの感染拡大で、
清掃員の方もご苦労が多いと思います

のない人には、「こうし
なさい」と決めつけで
話さないようにもして
います。講演の時は、
現場で撮影した食品
ごみの写真などを見せ
て、「あなたはどう思いますか」というスタンスで話す方
がスムーズに伝わるのではないかなと思います。自分
から問題に気づくことが最も重要なことですから。
　清掃員の仕事を始めてから、私は“ごみは宝“という
考えに至りました。分別を通じてごみの中から価値あ
るものを見つけることが大切なんだと。そうしたメッ
セージをこれからも発信していきたいと思っています。
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アサヒ飲料株式会社 全国清涼飲料連合会

PETボトルにおける環境負荷の低減と、分別の手間を

省略できるラベルレスボトル。そのパイオニアである

アサヒ飲料では、2020年4月に完全ラベルレス化を実現した

PETボトルの発売を開始しました。2018年からスタートした

その開発プロジェクトの目的や経緯などについて、

開発スタッフへの取材を通じてご紹介します。 

「アサヒ おいしい水」天然水が完全ラベルレス化を実現 

ラク＆エコの
PETボトルを目指して

　アサヒ飲料株式会社は、持続的な企業価値の向上を
目指し、長年にわたって事業活動で生じる環境負荷低
減のための取り組みを推進しています。中でも、製品に
関わる容器包装の環境配慮対策については、PETボト
ルの軽量化、使用済みPETボトルを再資源化してもう一
度PETボトルとして生まれ変わらせる「ボトル to ボトル」
リサイクルなどを実践。これまでにさまざまなアプローチ
による取り組みを行なってきました。
　2019年には、プラスチック資源循環や海洋プラス
チック問題などの環境課題に対する活動を強化する目
的で、2030年に向けた3つの目標を定めた「容器包装
2030」を制定。その中で、持続可能な容器包装の実現
に向けた具体的な取り組みのひとつに挙げられている
のが、「ラベルレスボトル」商品の拡大です。
　ラベルレスボトルとはPETボトルを包むフィルム状のラ
ベルをなくしたものと話すのは、アサヒ飲料マーケティン
グ本部お茶・水グループ主任の猪股真理子さん。PET

ボトルのラベルレス化
のプロジェクトに取り
組んできたスタッフの
一人です。
　「当社のラベルレス
ボトルシリーズは、ラ
ベルがない分だけプ
ラスチックごみの削減により環境負荷を低減できるう
え、ラベルをはがす手間がなくなるので分別がラクにな
るケース販売専用商品です。“人にやさしく、地球にやさ
しい”をコンセプトに開発されたラベルレスボトル「アサ
ヒ おいしい水」天然水を、当社では他メーカーがまだ手
がけていなかった2018年5月に早くもインターネット通
販にて販売を開始しています」

他社に先駆け
ラベルレスボトルを発売

　アサヒ飲料が、「アサヒ おいしい水」天然水のラベル
レスボトルを開発したきっかけとなったのは、社内の働く

社員や消費者の声が
開発のきっかけに

アサヒ飲料株式会社
マーケティング本部
お茶・水グループ主任
猪股 真理子さん
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ママたちからの声でした。仕事や家事、育児に忙しい彼
女たちは、PETボトルを分別する際にラベルをはがす作
業は意外と手間がかかるという不満を抱えていたので
す。そんな声を元に、猪股さんたちのプロジェクトチーム
では、エコに対する消費者向けの意識調査の中でスト
レスだと思うごみの分別作業についてのアンケートを実
施します。
　「その結果、上位に入ったのがPETボトルのラベルは
がしでした。メーカーとして、製品に対する生活者の不
満を解消する義務があります。そこで、PETボトルのラベ
ルレス化開発に踏み切ったというわけです」（猪股さん）
　開発に際し、はじめに課題となったのが法定表示の
問題です。通常、PETボトルの飲料水には、原材料名な
どの製品に関する表示を個々に記載する法律上の義
務があり、これまではそれらをラベルフィルムに記載して
いました。ラベルをなくすには、それらの記載を他の手
段で表示しなければなりません。この問題を解決に導

いたのが、段ボールでのケース売りというアイデアです。
ヒントになったのは、キャンディーなどの個装入りのお菓
子。PETボトルをケース売りにしてそこに法定表示を一
括して記載すれば、ラベルを付ける必要がなくなること
に思い至ります。
　「個々の商品への記載が必要なリサイクルマークは、
PETボトルに貼付したタックシールなどに記載すること
で対応しました。ただ、このシールが難物で、消費者の
手元に届くまではがれないことが法令上の義務になっ
ていたため、けっしてはがれず、さりとて分別時にはがし
やすい接着技術の開発には大変な苦労がありました」
（猪股さん）
　アサヒ飲料ではインターネット通販会社の協力を得
て、ケース売りの販売チャネル拡大に乗り出します。さ
まざまな課題を克服して生まれた「アサヒ おいしい水」
天然水のラベルレスボトルは、2018年の発売当初に
Yahoo！のトップニュース欄を飾るなど、世間から高い注
目を集めることになりました。
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タックシールを削減し、
完全ラベルレス化を実現

　そして2020年4月、アサヒ飲料では「アサヒ おいしい
水」天然水のラベルレスボトルを刷新します。2018年版
ではリサイクルマークを印刷したタックシールをPETボト
ルに貼っていましたが、資源有効利用促進法の改正に
よる識別表示ルールの変更に伴い、ボトルに識別マー
クを刻印すれば別途印刷による表示義務がなくなりま
した。これにより、直接刻印する方法のみを採用するこ
とが可能となり、完全ラベルレス化が実現しました。
　「2018年に「アサヒ おいしい水」天然水のラベルレス
ボトルの発売でスタートしたアサヒ飲料のラベルレスシ
リーズは、現在「十六茶」など計5ブランドまでラインナッ
プを拡大しています」（猪股さん）
　ラベルレスボトルの販売戦略も担当するプロジェクト
チームは、分別するときにラベ
ルをはがす手間を減らし
たいという声から生
まれたラベルレス
ボトルだからこ
そ、プロモーショ
ン活動ではエコ
よりもラクを前面
に押し出して発信
していると話します。
そうしたメッセージの
方向性がたくさんの方から

の共感を得て、消費者から多くのお褒めの言葉をいた
だきました。最近のインターネット調査でも、「PETボトル
を捨てる際にラベルを１本ごとにはがす手間がなくて便
利」「環境に良い製品なのでラベルレスの対象商品を
もっと増やしてほしい」といったアンケート結果が出て
います。
　さらに、販売状況も好調です。2020年1月から11月
までのラベルレス飲料の販売数量は年間販売目標の
150万ケースを上回るペースで推移。これは、2020年
1年間で約60tのCO2削減が可能な数字です。この
データを見るに、新型コロナウイルスの感染拡大による
巣ごもり消費の追い風はあるものの、環境意識の高ま
りとともに分別も簡単なラベルレスの需要が高まって
いるのは確実といえるでしょう。

ラベルレスボトルの具体化を
業界全体でサポート

　完全ラベルレス化を実現するうえで重要な役割を果た
したのが、一般社団法人　全国清涼飲料連合会（以下、
全清飲）です。本組織は清涼飲料水の製造・販売企業
で構成され、会員各社にとっての課題解決を支援するこ
とが主な事業内容になります。
　例えば2018年には、海洋プラスチック問題に対する
注目度の高まりを通じて巻き起こったPETボトルへの
バッシングに対応すべく、2030年度までにPETボトルの
100％有効利用を実現する宣言を発表。その後、業界
内のさまざまなステークホルダーとともに、プラスチック

100%100% 5%5% 0%0%
ラベルあり ラベルレス 完全ラベルレス
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開発・製造する際のガイドラインも策定し、会員間で共
有化。2020年以降、飲料メーカー各社がラベルレス飲
料市場に参入し始めたのは、この業界ルールの存在が
大きかったといえるでしょう。

3Rの広場❶

リアル店舗での販売など
さらなる挑戦も計画中

　2018年、アサヒ飲料が初めてラベルレスボトルを発
売したとき、容リ協のPETボトル担当者は、その発想力
に驚くと同時にとても喜んだといいます。容リ協では、長
年にわたって使用済みPETボトルを排出する際にラベ
ルを取り除くことを全国の市町村に対してお願いしてき
ましたが、当時は7～8割の達成率。その数字をさらに
上げたいと目指していた容リ協にとって、ラベルレスボト
ルの登場は、同じ目標を共有する仲間が増えた思い
だったのです。
　そして2021年。プロジェクトチームの次なる目標は、
ラベルレスといえばアサヒ飲料と認知してもらえるように
ブランド力を高めること。そのため、SNSと連動したPR
動画を制作するなど、インターネット通販という販売
チャネルならではのプロモーション活動を積極的に展
開しています。
　「ラベルレスボトルは業界でも今や注目の商品です。
競合商品も次々と登場する中にあって、当社もライン
ナップのさらなる拡大を検討中です」（猪股さん）
　インターネット通販だけではなく､今後はリアル店舗
での販売も視野に入れているという猪股さん。アサヒ
飲料のラベルレスボトルシリーズからはこれからも目が
離せません。

資源循環としての本宣言を実現するべく、さまざまな取
り組みを推進しています。
　全清飲の専務理事、河野敦夫さんによると、PETボト
ルのラベルレス化を促進するためにリサイクルマークな
どの識別表示の改訂を国と交渉し始めたのは2017年
からだったといいます。
　「当初は、PETボトルのリサイクルマークの表示サイズ
がプラスチックマークなどに比べて大きかったため、他
の素材と同様のサイズにまで縮小させてほしいという
交渉を国との間で行なっていました。というのも、商品
に表示すべき項目が年々増えてきたことで、特に醤油の
PETボトルなどでは表示スペースを確保するのが難しく
なっていたのです。その後、2018年にアサヒ飲料さんが
ラベルレスボトルを発売しますが、それはタックシール付
きのタイプでした。完全ラベルレス化への道をサポート
すべく、ケース販売の場合は外箱へPETボトル識別マー
クを表示すれば、個別のPETボトルへのラベルによる識
別マーク表示は省略できるという案を国に提案させて
いただきました」（河野さん）
　全清飲では2020年4月の省令の一部改正による
識別表示ルールの変更に合わせてラベルレス商品を

一般社団法人 全国清涼飲料連合会　河野 敦夫 専務理事
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　2008年、新潟市では「ごみは有料、資源は無料」の
コンセプトのもと、10種13分別によるごみ減量制度を
スタートさせました。これにより、1人1日当たりの家庭
系ごみ量が約3割減るなど、大きな成果を実現。また、
2013年には「プラスチック製容器包装」の区分名称
を、“プラマークが付いているプラスチックだけを出して
ください”という意味を込めて「プラマーク容器包装」
に変更し、わかりやすい排出ルールを実践しています。
現在も、本制度を通じてごみの減量と資源化を推進し
ています。
　ごみ量が減少したほか、他都市と比較して高いリサ
イクル率となった新潟市ですが、ここ数年にあっては
ある課題に直面しています。そ
れが、小型充電式電池の処理
問題。「燃やさないごみ」として
収集される不燃物の中に、リチ
ウムイオン電池を含む電子機
器が混入し、市のごみ処理施
設で発煙や発火というトラブル
が多発しています。
　新潟市のごみ処理施設の整備運営などを担う環境
部循環社会推進課・技術グループの曽我秀紀さんによ
ると、そうしたトラブルが3年前から急激に増えてきたと
のこと。
　「ごみ処理施設の不燃物処理ラインで、収集物の破
砕時にセンサーが熱源を検知する事案は、2019年度
１年間で143件発生しています」（曽我さん）

3日に一度の割合で
発煙や発火トラブルが発生

ご
み
処
理
施
設
を

火
災
の
リ
ス
ク
か
ら
守
れ
!

現
在
、日
本
全
国
の
ご
み
処
理
施
設
で
発
煙
や
発
火
の
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

原
因
は
、リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
含
む
使
用
済
み
電
子
機
器
が

正
し
く
分
別
さ
れ
ず
に
排
出
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
で
す
。

ご
み
処
理
施
設
を
火
災
の
リ
ス
ク
か
ら
守
る
べ
く
奮
闘
す
る
、新
潟
市
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

リチウムイオン電池

新潟市

ごみ処理施設での火災事故

曽我 秀紀さん
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リチウムイオン電池を含む
電子機器の分別を見直し

リサイクル企業と協議し
回収時の細かな条件を決定

3Rの広場❷

　乾電池にも発火の可能性はあるものの、充電式の
リチウムイオン電池は内部に燃えやすい液体が入って
いることもあり、特に発火リスクが高いといわれていま
す。ごみ処理施設における不燃物の破砕時に、リチウ
ムイオン電池が押し潰されてショートするというのが発
火のメカニズム。新潟市では、実験によりこの仕組み
を再現し、充電式のリチウムイオン電池などが発火の
原因であることを特定しています。
　「発火試験は市消防局の協力のもとに行なわれ、リ
チウムイオン電池に人為的な圧力を加えることで、それ
らが発火するかを試しました。地元テレビ局も取材に
訪れた本実験では、推測通りに押し潰された充電池
が発火。その様子が夕方のニュース番組で放送されま
した」（曽我さん）

　曽我さんによると、リチウムイオン電池などの充電式電
池を内蔵している製品には、電動歯ブラシや電気シェー
バー、おもちゃ、加熱式たばこなどがあるといいます。
　「本来は、リチウムイオン電池を製品本体から取りは

ずし、『特定５品目』の乾電池類として出さなければな
りません。しかし、加熱式たばこをはじめ、充電池を取
りはずすことが難しい製品もあり、それらがそのまま
『燃やさないごみ』として出されることが発火トラブルの
原因になっています」（曽我さん）
　「特定5品目」とは、爆発や破裂の危険性があるもの
や、水銀などの有害物質を含む場合があるものとし
て、①乾電池類、②蛍光管、③水銀体温計、④ライ
ター、⑤スプレー缶類の5品目を対象にした新潟市独
自の分別区分のこと。それまでの「有害危険物」の分
別名称を2013年から「特定５品目」に変更し、月に１
回、ごみ集積場で回収しています。
　近年、電池類やバッテリーが本体から取りはずせな
い形で組み込まれている製品の増加に伴い、そのまま
「燃やさないごみ」の日に出されることが多くなり、そのこ
とで発火トラブルを引き起こしているというわけです。
　リチウムイオン電池などによるこうした発火トラブルを
解消すべく、新潟市では「特定５品目」を見直し、2019
年10月より「電池類が取りはずせない小型家電」を「特
定５品目」の乾電池類に含めることとしたのです。一方
で、電池を取りはずせた場合にはこれまで通り、電池類
は「特定５品目」に、電池類をはずした製品本体は材質
によって分別することとしました。

　新潟市における「電池類が取りはずせない小型家
電」のごみ分別の見直しを行なうためには、さまざまな
形態の電池類を適正に処理・リサイクルできる民間企
業の協力が必要となりました。曽我さん同様、環境部
循環社会推進課・技術グループに所属する宮田成朗
さんは語ります。
　「市のごみ処理施設では、一
部の電子機器を分解して電池
を取り出す作業を行ないます
が、製品の構造上分解しにくい
ものも存在します。そうした電子
機器でも引き取ってくれるリサイ
クル企業のひとつが野村興産
株式会社です」（宮田さん）
　同社は使用済み電池の適正処理で優れた実績を
誇るリサイクル企業。全国の市町村から回収した各種

宮田 成朗さん

「サイチョPRESS 53号」（令和元年 10月20日）
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多様な回収方法や
効果的な異物除去法を採用

新潟市のごみ分別

ご
み

資
源

燃やすごみ
燃やさないごみ
粗大ごみ

ペットボトル
飲食用・化粧品びん
飲食用缶  
古紙類（新聞、雑誌・雑紙、
段ボール、紙パック）
枝葉・草

●
●
●

●
●
●
●

●

ご
み

燃やすごみ
燃やさないごみ
粗大ごみ

ペットボトル
飲食用・化粧品びん
飲食用缶  
古紙類（新聞、雑誌・雑紙、
段ボール、紙パック）
枝葉・草

●
●
●

●
●
●
●

●

10種１３分別 10種１３分別 10種１３分別
平成20（2008）年～ 平成25（2013）年～ 令和元（2019）年～

プラスチック製容器包装●

資
源

プラマーク容器包装●

特定5品目●

乾電池類 蛍光管 水銀体温計 ライター スプレー缶類

ご
み

燃やすごみ
燃やさないごみ
粗大ごみ

ペットボトル
飲食用・化粧品びん
飲食用缶  
古紙類（新聞、雑誌・雑紙、
段ボール、紙パック）
枝葉・草

●
●
●

●
●
●
●

●

資
源

プラマーク容器包装●

特定5品目●

乾電池類 蛍光管 水銀体温計 ライター スプレー缶類

有害危険物●

サイチョ

●乾電池、ボタン電池、充電池、
●モバイルバッテリー ●小型充電式電池

●乾電池、ボタン電池、充電池、
●モバイルバッテリー ●小型充電式電池

●電池やバッテリーを取りはずすことができない製品
   （電動歯ブラシ、電子たばこ、ゲーム機など）
＊45リットルのポリ袋に入る大きさのもの
  （ 大きいものは、製品ごと「粗大ごみ」へ ）

の使用済み電池類の中から、充電式電池や異物も選
別できるノウハウをもっています。そのため、リチウムイ
オン電池が取り除かれていない電子機器でも引き受
けることが可能です。
　新潟市と野村興産では、市側でどこまで分解する必
要があるのかを製品ごとに細かく協議。回収時の条件
を取り決めています。例えば、電動歯ブラシならブラシ
部分のみを除去することで回収可能に。リチウムイオン
電池のリサイクルマークがない加熱式たばこやモバイル

　プラスチック製容器包装ベールに限っていえば、新
潟市の収集物の中にリチウムイオン電池などの発火
物の混入は、現在に至るまで皆無となっています。前
述したように、2013年から「プラマーク容器包装」とい
う呼び方でプラマークが付いた容器のみを回収する
方法を採用しているため、「プラスチック製容器包装」
という名称よりも市民にはわかりやすく、異物混入が
少なくなっているのではないかと考えられています。
　また、使用済小型家電の回収については、多くの自
治体は役所などの公共施設にのみ回収ボックスを設
置していることが多いようですが、新潟市では公共施
設に加え、スーパーや商業施設などの民間企業と連
携した拠点回収を進めています。市のホームページで
44か所の回収場所を詳細に案内するほか、回収実績

バッテリーについては、それらが破損や変形した状態で
も回収可能としています。
　また、新潟県内のリサイクル企業との間で同じような
協議の場を設け、リチウムイオン電池などの充電式電
池が燃やさないごみに排出されない環境づくりに努め
ています。

野村興産株式会社　リサイクル工場

新潟市　新田清掃センター

★新潟市提供資料より作成
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今後の課題は
現状をいかに知ってもらうか

3Rの広場❷

も公開しています。さらに、リサイクル業者による宅配回
収にも注力するなど、電子機器を排出しやすくするた
めの施策について積極的に推進しています。
　ごみ処理施設における発火防止への取り組みは、
当事者である清掃センターの現場でも行なわれていま
す。そのひとつが、「燃やさないごみ」を破砕機にかける
前に電子機器などの異物を手選別で除去するという
方法です。さらに、これまでは不燃物の破砕ラインと大
型可燃物の破砕ラインを同時に稼働させていました
が、現在は時間をずらして破砕処理を行なうという方
法も採用しています。これは、火種となる破砕後の電池
類と、可燃物の破砕物が選別工程で混じることによる
火災の拡大を起こさないようにするためです。

　これまで述べてきた通り、さま
ざまな施策を駆使してリチウムイ
オン電池を含む電子機器によ
る発火トラブルの解消に取り組
んできた新潟市ですが、2020
年4月から11月までに市のごみ
処理施設で発生した発煙や発
火の数は計110件と、その数はいまだに減少する兆し
を見せていません。こうした厳しい現状に対し、ごみ処
理に関する基本計画の策定や啓発活動を担当する環
境部循環社会推進課・企画グループの長谷川彰さん、
金子良平さんは、今後の課題として周知活動のさらな
る徹底を挙げました。
　「燃やさないごみの日に出されたリチウムイオン電池

が、ごみ処理施設にとってどれほど危険なものなの
か、ひとつ間違えば火災による大事故を引き起こしか
ねないという事実を市民の皆さまにまだ伝えきれてい
ないのでしょう。そのリスクを知っていただければ、必
ずや改善できる問題だと考えています」（長谷川さん）
　「市のホームページや情報誌『サイチョPRESS』を
通じて、今まで以上に広く市民の
皆さまに現状を知っていただくた
めの周知活動に注力する必要
性を感じています」（金子さん）
　新潟市環境部の挑戦は職員
たちの強い決意のもと、今なお
続いています。

　容リ協では、全国の自治体で発生しているリチ
ウムイオン電池などによる発火トラブルの解消に
向けて、「リチウムイオン電池混入防止取組事例
集2020年版」を制作しました。今回取り上げた
新潟市などの市町村の
施策、使用済小型家電
の回収システム、中間
処理施設におけるリチ
ウムイオン電池を含む
電子機器の除去技術な
どを紹介しています。
どうぞご活用ください。

長谷川 彰さん

金子 良平さん

新潟市ホームページより

上から 61号（令和2年 12月20日）／60号（令和2年 10月4日）
59号（令和2年 8月16日）

「サイチョPRESS」

容リ協ニュース
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リデュース

リデュースに関する2019年度実績（2004年度比）

環境配慮設計の普及

リサイクル

リサイクル率・回収率に関する2019年度実績

3R推進団体連絡会  2019年度の３R取り組み報告

1.7％

24.8％

8.1％

5.4％

2.9％

5.5％

13.1％

17.6％

270千t

1,468千t

301千t

110千t

2,434t

3,988千t

2,356千t

111千t

1本当たり平均重量で1.5％の軽量化

1本当たり平均重量で25％の軽量化

1缶当たり平均重量で8％の軽量化

1缶当たり平均重量で5.5％の軽量化

牛乳用500ml紙パックで3％の軽量化

1㎡当たりの平均重量で6.5％の軽量化

削減率14％

削減率16％

2016年度に目標を20％から25％に上方修正

2016年度に目標を7％から8％に上方修正

2016年度より算出方法変更

2016年度に目標を12％から14％に上方修正

2016年度に目標を15％から16％に上方修正

ガラスびん

PET ボトル

スチール缶

アルミ缶

飲料用紙容器

段ボール

紙製容器包装

プラスチック容器包装

素材 2019年度実績 備　考

参考：2018年度実績

2006年度からの累積削減量2020年度目標（2004年度比）

67.6％

85.8％

93.3％

97.9％

46.4％

26.6％

41.4％

94.6％

（68.9％）

（84.6％）

（93.2％）

（93.6％）

（45.4％）

（27.0％）

（42.5％）

（96.1％）

リサイクル率
（再資源化率）

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

リサイクル率

回収率

回収率

回収率

ガラスびん

PET ボトル

スチール缶

アルミ缶

プラスチック容器包装

紙製容器包装

飲料用紙容器

段ボール

素材 2020年度目標 2019年度実績指標

70％以上

85％以上

90％以上

90％以上

46％以上

28％以上

50％以上

95％以上

3R推進団体連絡会の構成団体
ガラスびん3R促進協議会
PETボトルリサイクル推進協議会
紙製容器包装リサイクル推進協議会
プラスチック容器包装リサイクル推進協議会

スチール缶リサイクル協会
アルミ缶リサイクル協会
飲料用紙容器リサイクル協議会
段ボールリサイクル協議会

●
●
●
●

●
●
●
●

事業者によるリサイクル推進の取り組み

＊４素材（ガラスびん、ＰＥＴボトル、スチール缶、アルミ缶）のリデュース率の算出方法は、生産重量シェアにより重みづけした軽量化実績に統一。

主体間連携のための取り組み（2019～2020年度の概要）

容器包装の３Rを進める8素材団体で構成されている「3Ｒ推進団体連絡
会」は、容器包装の３R推進に向けたさまざまな取り組みを展開しています。
「自主行動計画2020（第3次自主行動計画）」の4年度目にあたる
2019年度の実績（2020年12月発表）の概要を掲載します。
（ご参考　http://www.3r-suishin.jp/）

函館市での意見交換会

第15回容器包装
３R推進フォーラム
（WEB開催）

　市民・自治体と事業者の意見交換会「容器包装３R交流セミ
ナー」を福岡市、京都市、秋田市（2019年度）、2020年度は新型
コロナウイルス感染防止対策を行なったうえで函館市、松本市で
開催しました。また、2019年度の第14回「容器包装3R推進フォ
ーラム」（東京都千代田区）には188名が参加され、2020年度の
15回目のフォーラム（2021年1月）はWEB開催となりました。さら
に、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で展示会などが相次いで中止になる中、オンラインで
開催された「エコプロOnline 2020」の「SDGs Week Online」（2020年11月）に出展しました。
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　令和2年7月から9月にかけて、当協会は「プラス
チック製容器包装の材料リサイクルによる再商品化
製品の品質等に関する研究会（プラ品質等に関する
研究会）」を3回にわたって開催しました。この研究会
は、プラスチック資源循環戦略やレジ袋有料化など
プラスチックの適切な利用や容器包装リサイクルを
取り巻く昨今の環境変化に鑑み、プラスチック製容
器包装再生処理事業者、当協会双方からの問題提
起やオープンな議論を通じて、個社の工程改善の気
づきや制度・運用の課
題の発掘につなげること
を目的としたものです。
新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から
オンライン会議で実施し
ました。

　工程・品質に関する技術責任者や実務担当者な
ど現場の皆さんに参加いただいたこのような研究会
の開催は初めてであるとともに、オンライン会議のた
めにもどかしい場面もありましたが、アンケートでは
参加者から率直な意見を伺うことができました。今後
もこのような意見交換の機会を設けてほしいといっ
た声もいただき、必要に応じて同様の研究会、あるい
は他の関係主体をも交えた会合についても開催を
検討しています。

「プラスチック品質等に関する研究会」の開催

開催状況

第1回

研究会 開催日 参加者 概 要

31社（32工場）

第2回 30社（31工場）

第3回 29社（30工場）

令和2年
7月30日

8月19日

9月1日

● 利用事業者アンケート（平成31年4月実施）結果報告
● 容リ協からの問題提起
　（利用事業者ニーズ、臭気・吸湿率データの解析など）

● 事業者発表（2社）
● 第1回研究会アンケート（質問・意見）への回答

● 第2回研究会アンケート（質問・意見）への回答
●まとめ

トピックス・容リ協日誌



　海外企業の日本国内での事業拡大や多国籍従
業員の活躍が広がる中、容リ協ではホームページ
に英語版サイトを設け、容リ制度や容リ協の概要な
どを紹介してきました。
　2020年10月、英語ユーザーにとってさらにわか
りやすいサイトづくりを目指し、新たに英語版の制
度資料（PDF）を掲載しました。同サイトでは、委託
単価・算定係数といった数値や経済産業省発行
の容リ制度パンフレットなども閲覧できますので、ご
活用ください。

容リ協ホームページ
英語版サイトに制度資料を掲載

　今回のエコプロは新型コロナウイルスの感染症拡大
の影響を受け、「SDGs Week Online」として2020年
11月25日～28日の４日間、オンライン開催となりました。

　容リ協は「エコプロOnline2020」展示ブースに
出展。児童・生徒や一般消費者の皆さまに理解を
深めていただくことを目的に、容リ制度の基本と、リ
サイクルの流れ、禁忌品についてという３テーマを
取り上げ、写真や動画を用いて解説しました。
　また、近頃トラブルが急増しているリチウムイオン
電池を中心に、特に捨て方に注意すべきものについ
て、その危険性と正しい捨て方を紹介するとともに、
日々の暮らしの中でできることの実践を促しました。

「エコプロOnline2020」
に出展

制度資料（PDF）

容リ協ホームページ

「エコプロOnline2020」展示ブース内
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トピックス・容リ協日誌

編集後記

容リ協日誌 （令和2年12月～3年2月）

令和2年 12月2日

14日

14日

16～17日

3年　1月27日

2月3日

令和2年 12月4日

14日

18日

21日

3年 2月中旬

2月中旬

2月下旬

2月下旬

ホームページ情報開示（予定も含む）

容リ協行事
令和2年度定時理事会

臨時評議員会

特定事業者向け
令和3年度再商品化委託申込み受付開始

入札説明会
（16日：紙製容器包装、プラスチック製容器包装）
（17日：ガラスびん、PETボトル）

開札式（3素材）

開札式（PETボトル上期）

令和3年度の入札に向けた
説明会資料の掲載

委託申込開始ニュース・関連資料等の掲載

令和3年度事業計画書、予算書の掲載
（評議員会終了後）

令和2年度プラスチック製容器包装ベールの
品質調査結果一覧表の掲載

「わたしのまちのリサイクル」
コンテンツのリニューアルについて

落札結果速報（3素材）

落札結果速報（PETボトル上期）

再商品化事業者説明会資料の掲載

　令和３年度の再商品化事業に関して市町村お
よび一部事務組合向け説明会を、令和2年11月に
主要５都市（札幌、仙台、東京、大阪、福岡）で開催
しました。新型コロナウイルス感染症拡大防止の観
点から、①会場ごとに参加人数を制限、②座席間
隔を空け、ソーシャルディスタンスを確保、③マスク
着用や手指の消毒、検温の実施、④人数の多い東
京は２回に分けて開催、などの対策を実施しまし
た。説明会では、分別基準適合物の引取り及び再
商品化の概要や申込みに当たっての注意事項、合
理化拠出金などについて説明し、説明会6回の総参
加者数は298名（前年494名）でした。

　また、容リ協ホームページに申込資料一式を掲載
するとともに、説明会に出席できなかった担当者に
向け説明内容を撮影した動画を作成し11月に配信
しました。さらに全国での説明会が一通り終了した
12月には、説明会の開催状況や質疑応答を取りま
とめた概要を掲載しました。なお、動画はYouTube
「容リ協動画チャンネル」でご覧いただけます。

　元号が「令和」となって早くも３年目になりました。改めて

「令和」の意味を検索してみました。出展元は万葉集。作者は

諸説あるらしいが大伴旅人（おおとものたびと）といわれて

います。原文の引用部分は「初春令月、気淑風和、梅披鏡前

之粉、蘭薫珮後之香」。現代語訳は「新春の好き月、空気は

美しく風は柔らかに、梅は美女の鏡の前に装う白粉の如く咲

き、蘭は身を飾った香の如きかおりを漂わせている」。「令

和」に決定した際の首相談話は、「春の訪れを告げる梅の花

のように、明日への希望と共に、一人ひとりが大きく花を咲か

せられる日本でありたいとの願いを込めた」とのことでした。

しかし令和２年は新型コロナウイルスに蹂躙され、明日への

希望どころか親しい人にも会えず、好きなスポーツもでき

ず、連日流れるテレビの報道に毒づいている自分がいまし

た。そんな中、今号の取材でお笑い芸人マシンガンズ滝沢さ

んのお話を聞く機会を得ました。昨年は小池東京都知事の

ツイッターで有名になり、環境省の「サステナビリティ広報

大使」に任命されたりとご多忙の中、そして新型コロナウイ

ルス感染症が拡大する最中でも東京都のごみ清掃員として

活動しているとのことでした。現場でさまざまな情報を聞き

次なる行動や目標を話す彼に「令和」のかおりがしました。

市町村説明会の開催

説明会場（東京）

「容リ協動画チャンネル」
YouTube
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絵本『もったいないばあさん』
（作：真珠まりこ／講談社）

森のくらしを守るため、
地球の環境をパトロール！
リスのエコシロウがエコチェック！

まだまだ
使えるのに…… ん？ Mottainai……

Mottainai……

外国の人たちが
「もったいない」って
連呼してる!!

どうして
「もったいない」なんて
知ってるの？

人気絵本シリーズ「もったいないばあさん」を世界に広げ、
持続可能な社会の実現を目指す、環境省と講談社の
共同プロジェクト。シリーズ第1作
『もったいないばあさん』のほか、環境問題がテーマの
『もったいないばあさん かわを ゆく』（川へのポイ捨て）、
『もったいないばあさんの いただきます』（食品ロス）、
『もったいないばあさん まほうの くにへ』（リサイクル）の
４作品がアニメ化され、YouTubeで無料公開中。

4作品を日本語・
英語・フランス語・
スペイン語・中国語・
ヒンディー語で
公開中！

日本語 英語 フランス語 スペイン語 ヒンディー語中国語

講談社
海外事業戦略部
古賀義章さん

原作者の真珠まりこさんは、
「もったいない」には敬う心が
込められていると話されています。
世界中で子どもに大人気で、
インドでは作品を見た子どもが、
「もったいない」の大切さを
親御さんに伝えることもあるそう！

“もったいない
ばあさん”が、
5つの言葉に
訳されてるんだね～

©もったいないばあさんプロジェクト

おばあちゃんかわいい！

環境問題のことが
わかりやすーい！

●禁無断転載
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